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岡北中学校 PTA 活動報告 

岡北中 PTA の取り組みについて、ご報告申し上げます。 

当会は、コロナによる活動停滞を機に、それまでの委員や役員に多くの負担を強いてしまうやり方と、前例（前年）がない

と動けない運営体制の見直しを図っており、『コンパクトでフラットなＰＴＡ』を目指して体制と考え方を再構築しようとして

います。 

『コンパクトでフラットなＰＴＡ』の『コンパクト』の部分ですが、まずは活動内容に見合ってない学級委員の人数を４８名→ 

12 名に削減しました。同じく活動内容に照らすと地区委員（補導交通部）も削減すべきなのですが、地域とのパイプ役と

して存在することが望ましいとの判断で人数は据え置いています。また機動的な意思決定ができるよう常任委員会の人

数も削減しました。 

次に『フラット』について、今までは活動といえば、委員や役員が直接動いていましたが、委員は運営企画サイドに回り実

働については、可能な限り一般会員から募って実施するようにしました。これにより選出への不安と委員の負担軽減を図

るとともに、関わりたいけど機会がなかった一般会員の関りを増やすことを目指しています。 

現在、試験運用を実施中であり、今年度残りの期間で、役員選出規定改定を実施し、次期総会へ向けて会則改定を予定

しております。 

会長・副会長・会計・監査 

各クラスから学年部２名  12 クラス 

保健部１名  ４８名 

教養部１名 

(補導交通部) 

各地区から１～３名の４６名 

活動は、殆ど役員がおこなうので、一

般保護者の学校への関わりは少ない。 

※各正副部長２１名＋執行部の約３

０名が常任委員。

今まで 

個々の活動は、一般保護者から募って

実施することで、学校に関わる機会を

増やす。 

会長・副会長・会計・監査 

各クラスから１名  12 クラス １２名 

(補導交通部) 

各地区から１～３名の４６名 

※地域とのパイプ役として残置。

※学級委員１２名＋執行部の約２０

名が常任委員。

これから『コンパクトでフラットな PTA』 
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個別の活動について 

●職員紹介（広報ボランティア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

●夏休み 校内クリーン作戦（生徒・教員・保護者の有志１００名以上） 

 

 

 

 

 

 

 

●資源回収（やり方を変えて、現在実施中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●花の植え替え（生徒・教員・保護者の有志） 

●体育会の当日のサポート（保護者の有志） 

 

 

個別の活動については、委員・役員の参加を強要することなく、参加者を募って実施しております。 

（コロナ前）土日に各地区で実施していた。各地区の生徒は地域より提供された資源を回収

場所へ運搬。回収場所には地区委員の保護者。生徒も関わって体育会で着用するカラーT

シャツの資金に。 

（コロナ禍）学校で回収。資源回収を実施したことにするだけの取り組みに。生徒の出番なし。

カラーT シャツ買えない。 

（今年度）学校で期間を長く設定して実施。生徒が登校時に少量ずつ持参。保護者は懇談に合わせて持参。再度生徒に関わってもらい、

保護者には生徒を応援する立場で協力して貰おうとしている。 

⇒校内で完結するので実施日や期間を柔軟に設定できる。他団体や天候・感染症等の外的要因に影響されず実施できる。教員の雑務

増加や休日出勤を助長しない。地区委員の負担なし。  

※PTA 新聞は作成しておりません。 

広報ボランティアによる活動として、Facebook ページも運用中。 


